
店 舗さまサービスのご案内

J-Co i n  Payは、加盟店の皆さまに

銀行ならではの安心と、

安価な加盟店料率＊１をご提供します。

スマ ホ 決 済 を、
銀 行 が 変 える。

全国のたくさんの
銀行が参画

全国展開の銀行に加え、各地方銀行も
参画。充実のネットワークにより、利用者
も拡大中です。安価な加盟店料率＊1と合
わせ売上アップに貢献するだけでなく、
入金もスピーディー＊4で安心です。

顔が見えるから

とっても安心
お近くの取扱金融機関等にて、スタッフ
がお手続きから運用のお困りごとまできめ
細かく対応。何でもお気軽にご相談いた
だけます。

全国の銀行ネットワークを活かしながら、
安価な加盟店料率を実現。お手持ちの
スマホやタブレットを利用すれば 導 入
費用も0円。その便利さをぜひご体感くだ
さい。

＊１ 加盟店料率は各取扱金融機関等により異なります　＊2 お手持ちのスマホ、タブレット利用の場合　＊3 別途通信料が発生します　＊4 入金サイクルは各取扱金融機関等によって異なります

J - C o i n  P a y をお すすめしたい 理 由

安価な加盟店料率＊1＆

初期費用0円＊2＊3

詳しくはお近くの筑波銀行窓口までお気軽にお問い合わせください。
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雨が降ると傘を差す。
傘を持つと片手がふさがれ、かばんの中に入れると

かさばる。すれ違う時には気を遣う。
店に入るたびに傘をすぼめたり、たたんだり。傘立て

に入れたり、ビニール袋に入れたり。
傘はとかく厄介モノになりがちだ。

こうした面倒をなくし、買い物の利便性を高めるため、
道路上方に屋根を架けるアーケードが普及した。

当初は手動で開閉する布製が多かった。雨を防ぐより
も、買い物客や商品に対する日除けの役割があった。

1970年代以降、商店街の近代化を背景に、各地で常設
のアーケードが設置されるようになった。

道路全面に屋根がある全天候型アーケードは、店舗
や歩行者ともに降雨の影響を受けない。日中は歩行者
専用の道路になることが多い。

歩道がある広い道路幅員の場合は、歩道の上部のみ
に庇のようにアーケードが架けられた。

こうしたアーケードの整備は、商店街などが費用を
負担し、自治体が補助金を支出することが多い。屋根上
の落ち葉や雨水の排水管の清掃などの維持費もかかる。
設置後数十年を経て老朽化すると、その架け替え問題
が浮上する。

確かにアーケードは雨や雪、炎天下の日差しを防いで
くれる。一方で、屋根という傘で上空の視界が塞がれ
ているのも事実だ。守られていると思うこともあれば、
押さえつけられていると思う時もある。

費用問題も確かにあるが、架け替えではなく、撤去され
ることが増えてきた。空が広がり、四季や天気をその 
まま肌で感じるようになった。

それまでアーケードに隠れて見ることがなかった店舗
の二階が丸見えになる。やがて二階部分が改修され、 
まちに新たな表情が生まれた。心なしか、足取りも軽やか
になった。
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身近なまちの風景物語（22）

見上げる足取り


